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二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
の
社
員
総
会

（
代
議
員
総
会
）
は
六
月
八
日
、
横
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
十
六
号
館
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
社
員
一
五
九
人
が
出
席
し
た
。
二
〇
一
八

（
平
成
三
十
）
年
度
に
選
任
の
新
社
員
総
数

は
一
八
三
。
総
会
は
本
人
出
席
が
一
一
八
人
、

議
決
権
行
使
一
七
、
委
任
状
二
四
で
あ
っ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
前
年
度
に
逝
去
さ
れ
た
社

員
の
宇
野
峰
雪
、
佐
藤
世
詩
則
両
氏
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
そ

の
後
、
横
浜
専
門
学
校
、
神
奈
川
大
学
両
校

の
校
歌
を
斉
唱
し
、
開
会
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
司
会
の
庄
司
さ
ち
子

理
事
（
昭
和
五
四
年
法
律
卒
）
が
、
出
席
し

た
名
誉
役
員
、
理
事
、
監
事
を
紹
介
。
大
場

憲
治
会
長
（
昭
和
四
四
年
経
済
卒
）
は
定
款

第
一
六
条
に
基
づ
き
、
総
会
の
議
長
選
任
を

諮
り
、
議
長
に
間
中
晟
副
会
長
（
昭
和
四
四

年
経
済
卒
）
を
満
場
一
致
で
選
任
し
た
。
ま

た
、
佐
藤
武
専
務
理
事
（
昭
和
五
六
年
経
済

卒
）
は
、
総
会
が
定
款
第
一
八
条
の
定
め
る

社
員
総
数
の
過
半
数
を
満
た
し
、
成
立
し
て

い
る
旨
を
報
告
し
た
。
間
中
議
長
は
、
議
事

録
署
名
人
と
し
て
粂
昭
（
昭
和
四
一
年
工
経

卒
）
と
高
橋
一
行
（
昭
和
三
七
年
経
済
卒
）

の
両
氏
を
指
名
し
、
大
場
会
長
の
挨
拶
後
に

審
議
に
入
っ
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
久
米
信
行
専
務
理
事

（
昭
和
四
九
年
経
済
卒
）
が
、
二
〇
一
八
年
度

の
事
業
報
告
と
今
年
度
二
〇
一
九
の
事
業
計

画
と
予
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
泉
澤
高
光

氏
（
昭
和
四
七
年
英
文
卒
）
か
ら
は
地
域
組

織
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
、
庄
司
忠
宏
氏

（
昭
和
四
〇
年
工
経
卒
）
か
ら
は
本
部
財
政
基

盤
の
確
立
に
つ
い
て
の
質
問
や
要
望
が
あ
っ

た
。

　

決
議
事
項
と
し
て
、
久
米
専
務
理
事
は
一

号
議
案
の
「
平
成
三
〇
年
度
決
算
承
認
の
件
」

を
説
明
。
三
縄
昭
男
監
事
（
昭
和
四
三
年
貿

易
卒
）
が
監
査
報
告
を
し
た
後
、
審
議
に
入

り
、
一
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
佐
藤
専
務
理
事
が
二
号
議
案
の
「
役

員
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
説
明
。
間
中
議
長

が
定
款
第
一
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
候

補
者
ご
と
に
決
議
を
行
い
、
原
案
通
り
全
員

が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
会
場
で
本
会
の
表
彰
披
露

が
行
わ
れ
る
間
に
、
別
室
で
新
役
員
に
よ
る

臨
時
理
事
会
が
開
か
れ
、
新
会
長
に
久
保
清

治
氏
（
昭
和
四
三
年
貿
易
卒
）
な
ど
三
役
を

決
め
、
そ
の
旨
が
会
場
で
発
表
さ
れ
た
＝
役

員
一
覧
は
四
ペ
ー
ジ
。

　

来
賓
と
し
て
学
校
法
人
か
ら
は
牧
内
良
平

理
事
長
、
兼
子
良
夫
学
長
、
小
林
孝
吉
常
務

理
事
、
永
和
田
隆
一
理
事
・
事
務
局
長
が
来

場
。
久
保
宮
陵
会
新
会
長
は
挨
拶
後
に
「
米

田
吉
盛
教
育
奨
学
金
募
金
」
の
目
録
を
牧
内

理
事
長
に
贈
呈
し
た
。

　

牧
内
理
事
長
や
兼
子
学
長
の
祝
辞
の
際
に

は
、
母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
期
待
す
る

大
き
な
拍
手
が
会
場
か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
一
号
館
八
階
に
移
し
、

大
学
関
係
者
を
交
え
た
懇
親
会
が
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
全
て
の
日
程
が
終

了
し
た
。

　

会
長
退
任
の
挨
拶　
　
　
第
十
八
代
会
長　

大
場　

憲
治

　

会
員
の
皆
さ
ま
、

お
元
気
で
ご
活
躍

の
事
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
令
和
元
年

の
総
会
で
長
ら
く

務
め
て
参
り
ま
し

た
役
員
（
会
長
）
を
辞
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

平
成
一
三
年
度
に
初
め
て
理
事
に
推
薦
さ
れ

三
期
六
年
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
専
務
理
事

を
三
期
六
年
務
め
ま
し
た
。
今
思
え
ば
事
務

職
員
も
少
な
く
、
会
費
の
改
定
や
平
成
一
九

年
度
の
宮
陵
会
設
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
の

取
り
ま
と
め
に
夜
遅
く
ま
で
苦
労
し
た
こ
と

や
平
成
二
三
年
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
支

援
、
復
旧
・
復
興
に
奮
闘
す
る
卒
業
生
の
首

長
を
訪
問
し
、
卒
業
生
の
活
躍
に
感
動
す
る

な
ど
、
な
か
な
か
出
来
な
い
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
〇
周
年
式
典
と
宮
陵
会
館
の
完
成

　

平
成
二
四
年
か
ら
宮
陵
会
の
一
般
社
団
法

人
移
行
へ
の
取
り
組
み
で
文
部
科
学
省
と
の

打
合
せ
な
ど
も
経
験
し
、
多
く
の
案
件
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
平
成
二
五
年
度
か
ら
副
会

長
を
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
は
二
期
四
年
間

会
長
を
務
め
ま
し
た
。
会
長
時
代
は
平
成

二
八
年
の
熊
本
地
震
被
害
、
平
成
三
〇
年
の

西
日
本
豪
雨
被
害
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

被
害
な
ど
を
含
め
多
く
の
案
件
に
取
り
組
み

　

新
会
長
に
久
保
清
治
氏
を
選
出 

　
　
　

二
〇
一
九  （
令
和
）  

年
度　

定
時
社
員
総
会

定時総会にて挨拶する大場会長
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ま
し
た
。
な
か
で
も
、
平
成
三
〇
年
六
月
の

宮
陵
会
設
立
八
〇
周
年
記
念
式
典
の
実
施
や

多
く
の
卒
業
生
が
待
望
し
た
平
成
三
一
年
三

月
の
宮
陵
会
館
（
三
〇
号
館
）
の
完
成
は
、

会
長
任
期
中
の
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
多
く
の
委
員
の
ご
苦

労
が
あ
っ
て
達
成
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

想
い
起
こ
せ
ば
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、〝
あ
っ
と
〞
言
う
間
の
一
八
年
間
で
あ
り

ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
り
宮
陵
会
役
員
、
特

に
会
長
職
を
務
め
ら
れ
た
の
も
多
く
の
諸
先

輩
を
始
め
、
理
事
・
監
事
・
事
務
局
の
皆
さ
ま
、

特
に
三
役
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
指
導
や
ご

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
と
大
学
関
係
者
に
感
謝

　

ま
た
、
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
と
の
出
会

い
を
通
じ
て
多
く
を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
国

ブ
ロ
ッ
ク
会
や
地
域
組
織
の
総
会
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
卒
業
生
を
と
て
も

身
近
な
存
在
に
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
宮
陵
会
会
長
と
し
て
や
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
理
事
長
や
学
長
を
始
と
し
た

大
学
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
長
期
に
わ
た
る
ご

指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
事
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
神
奈
川
大
学
の
益
々

の
発
展
と
宮
陵
会
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

会
長
就
任
の
挨
拶　
　
　
第
十
九
代
会
長　

久
保　

清
治

　

こ
の
た
び
会
長

に
就
任
い
た
し
ま

し
た
、
久
保
で
ご

ざ
い
ま
す
。
任
期

中
、
宮
陵
会
の
発

展
に
全
力
を
尽
す

所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
さ
ま
の

御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

五
〇
年
間
を
ふ
り
か
え
る

　

私
が
経
済
学
部
貿
易
学
科
に
入
学
し
た
の

は
、
昭
和
三
九
年
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
一
九
六
四
年
）
で
、
神
大
（
同

学
部
）
を
卒
業
し
て
か
ら
半
世
紀
の
五
〇
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

い
ま
、
こ
の
五
〇
年
間
を
簡
単
に
振
り
返

り
ま
す
と
、
日
本
の
経
済
社
会
に
は
予
想
し

え
な
い
色
々
な
出
来
事
が
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
他
方
、
わ
が
国
の
大
学
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
化
、
同
時
に
、
わ
が
母
校
神

大
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
も
著
し
く
変
わ

り
、
今
後
、
そ
う
し
た
予
想
し
が
た
い
、
準

備
の
整
わ
な
い
変
動
の
大
き
な
渦
に
巻
き
込

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
危
惧
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
ず
日
本
経
済
に
つ
い
て
で
す
が
、
昭
和

四
〇
年
・
五
〇
年
代
は
、
高
度
成
長
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
万
博
景
気
な
ど
で
、
工
業
化
が

進
展
し
て
、
日
本
は
先
進
国
の
仲
間
入
り
。

個
人
所
得
水
準
も
年
々
上
昇
、
学
生
の
就
職

難
も
解
消
、
総
じ
て
物
質
的
に
は
「
豊
か
な

経
済
社
会
」
を
実
現
し
た
。
平
成
時
代
に
入

る
と
、
バ
ブ
ル
経
済
の
発
生
と
崩
壊
に
よ
り
、

会
社
の
倒
産
や
物
価
の
急
騰
な
ど
で
経
済
は

大
混
乱
。
そ
の
後
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

経
て
、
現
在
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
が
非
常
に

低
い
単
純
生
産
の
繰
り
返
し
（
よ
っ
て
可
処

分
所
得
は
伸
び
悩
み
、
生
活
は
楽
に
な
ら
ず

現
在
、
国
民
一
人
あ
た
り
の
国
内
総
生
産
は

世
界
で
二
六
位
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
最

低
水
準
）、
労
働
人
口
の
減
少
に
よ
る
外
国
人

労
働
者
の
急
増
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
財
政
赤
字
は
毎
年
、

累
増
し
て
い
る
。大

学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

　

次
に
、
わ
が
国
の
大
学
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
非
常
に
厳
し
い
。
一
方
で
は
、
出
生

率
の
低
下
に
伴
う
一
八
才
人
口
の
減
少

（
一
九
六
六
年
・
昭
和
四
一
年
の
最
高
の
約

二
五
〇
万
人
か
ら
、
神
大
の
創
立
一
〇
〇
周

年
の
二
〇
二
八
年
に
は
約
一
〇
〇
万
人
、
進

学
者
数
は
五
〇
万
人
と
大
幅
に
減
少
）。
他
方

で
は
、
規
制
緩
和
に
よ
る
大
学
設
置
数
の
増

加
（
過
去
二
〇
年
間
で
二
四
〇
校
増
、
現
在

の
私
大
数
は
六
〇
〇
校
を
超
え
る
）
に
よ
り
、

学
生
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
完
全
に
崩
れ
た
。

若
者
は
今
や
選
り
好
み
し
な
け
れ
ば
、
大
学

全
入
時
代
。
偏
差
値
の
低
い
地
方
の
私
大
は
、

現
在
、
定
員
割
れ
に
よ
る
財
政
難
で
存
続
の

危
機
・
消
滅
に
瀕
し
て
い
る
（
今
後
一
〇
年

間
で
お
よ
そ
一
〇
〇
校
の
倒
産
が
予
想
さ
れ

て
い
る
）。

　

こ
の
よ
う
な
我
が
国
の
大
学
を
取
巻
く
厳

し
い
状
況
の
も
と
、
母
校
の
神
大
は
、
こ
の

五
〇
年
間
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
足
取
り
を

辿
っ
た
の
か
。
一
言
で
い
う
と
、
そ
れ
は
拡

大
路
線
を
続
け
〝
大
規
模
大
学
〞
に
な
っ
た

こ
と
で
す
（
入
学
定
員
三
、〇
〇
〇
人
以
上
の

大
学
を
い
い
、
現
在
、
日
本
に
は
二
三
校
あ

る
）。
ご
承
知
の
と
お
り
、
神
大
は
い
ま
、
大

学
院
九
研
究
科
、
七
学
部
二
〇
学
科
、
一
〇

の
研
究
所
。
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
校
舎
は
六

角
橋
の
三
〇
棟
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
の
一
四
棟

と
各
種
の
運
動
場
二
年
後
に
は
建
設
中
の

〝
み
な
と
み
ら
い
21
キ
ャ
ン
パ
ス
〞、
横
浜
線

中
山
に
「
中
・
高
の
附
属
学
校
」。
専
任
教
員

五
五
〇
人
、
非
常
勤
講
師
一
、〇
五
〇
人
、
職

員
三
八
〇
人
か
ら
成
る
一
大
総
合
学
園
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
量
的
拡
大
に
比
し
、
教
育
・

研
究
の
質
的
側
面
は
ど
う
か
。
先
生
の
研
究

論
文
の
発
表
数
が
多
い
、
卒
業
生
は
良
質
な

ミ
ド
ル
層
を
形
成
し
、
同
窓
生
の
会
員
数
・

創
業
社
長
が
多
く
、
在
学
生
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
面
の
活
躍
は
著
し
く
、
法
人
の
財
務
力
も

良
好
。
総
じ
て
社
会
か
ら
の
神
大
教
職
員
や

学
生
に
対
す
る
評
価
は
高
く
て
誇
ら
し
い
。

た
だ
、
こ
こ
二
〇
年
間
、
神
大
の
偏
差
値
が

低
下
傾
向
に
あ
る
の
が
非
常
に
気
に
な
る
。

（
因
果
分
析
が
急
務
＝
私
見
）

同
窓
生
の
活
力
源
は
大
学
の
発
展

　

周
知
の
と
お
り
、
大
学
の
同
窓
生
の
活
力

は
、
大
学
の
発
展

4

4

に
大
き
く
依
存
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
宮
陵
会
は
定
款
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
会
員
相

互
の
親
睦
・
協
力
の
も
と
、
我
が
母
校
・
神

大
の
発
展
に
全
面
的
に
支
援
し
続
け
て
参
る

所
存
で
す
。〝Jindai grade up again!

〞

　

な
お
、
宮
陵
会
の
会
員
か
ら
御
指
摘
を
頂

い
て
い
る
内
部
の
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
地
域
組
織
や
本
部
の
役
員
・
諸
先
輩
の

皆
さ
ま
と
充
分
に
協
議
し
な
が
ら
、
解
決
に

向
け
前
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も
変
ら
ぬ
御

指
導
と
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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専
務
理
事

　

萩
原　

く
み
こ

　
（
昭
59
法
）

専
務
理
事

　

佐
藤　
　

武

　
（
昭
56
経
）

　

組
織
委
員
会
委
員
長

専
務
理
事

　

久
米　

信
行

　
（
昭
49
経
）

　

総
務
財
政
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長

副
会
長

　

三
宮　

政
俊

　
（
昭
51
法
） 

　

　

事
業
委
員
会
委
員
長

副
会
長

　

原　
　

柳
作

　
（
昭
46
英
） 

 

　

広
報
委
員
会
委
員
長

会　

長

　

久
保　

清
治

　
（
昭
43
貿
） 

 

理　

事

　

渡
邊　

恵
子

　
（
昭
52
法
）

　

女
性
委
員
会
委
員
長

理　

事

　

宮
澤　

俊
次

　
（
昭
48
経
）

理　

事

　

春
原　

正
三
郎

　
（
昭
47
法
）

理　

事

　

藤
井　

俊
二

　
（
昭
46
法
） 

理　

事

　

会
田　
　

彰

　
（
昭
45
貿
）

理　

事

　

大
石　

一
二

　
（
昭
45
法
）

理　

事

　

指
簱　
　

博

　
（
昭
62
応
化
）

理　

事

　

能
重　

幸
夫

　
（
昭
62
経
）

理　

事

　

手
塚　
　

正

　
（
昭
60
英
）

理　

事

　

永
田　

晴
彦

　
（
昭
58
貿
） 

理　

事

　

堀
江　

美
由
紀

　
（
昭
58
法
）

理　

事

　

庄
子　

さ
ち
子

　
（
昭
54
法
）

監　

事

　

三
縄　

昭
男

　
（
昭
43
貿
）

理　

事

　

矢
島　

俊
明

　
（
平
11
国
経
）

理　

事

　

赤
井　

昭
二

　
（
平
６
応
化
）

監　

事

　

横
山　
　

朗

　
（
平
18
法
務
）

監　

事

　

今
田　

正
紀

　
（
昭
45
経
）

新　

役　

員　

の　

紹　

介

任
期
は
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
八
日
か
ら

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
定
時
総
会
終
結
ま
で
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平成30年度　事業報告
■ 会誌は正会員（59,616人）へ、会報（夏・冬）は住所判明者全員（約
106,000人）へ送付。

■神奈川大学主催のホームカミングデー、卒業祝賀会、陸上競技部駅伝
報告会に、協賛金として合計630万円を寄付。

■学校法人神奈川大学「米田吉盛教育奨学金」募金へ1,200万円を寄付、
給付奨学金として学部生5人および大学院生12人に対し、総額6,162,500
円を給付。

■ 在学生が関わる神奈川大学の入学式・卒業式の野外イベント、サーク
ル活動並びに神大フェスタ・平塚祭の支援として約80万円を助成。

■宮陵会設立80周年記念事業として、6月9日に記念式典・祝賀会を開催
し、約210人のご出席をいただいた。また、「宮陵会報」第85号から第
105号および号外を収録した「宮陵会報＜縮刷版＞」を刊行。

■ 2019・2020年度の代議員185人が選任された。
■西日本豪雨、胆振東部地震、台風19・20・21号の災害罹災地域組織へ
お見舞金を贈呈。

■学校法人神奈川大学により、3月28日に宮陵会館（横浜キャンパス30
号館）の竣工式が行われ、4月に事務局が移転。

2019年度　事業計画
■ 2019・2020年度の役員（理事20人、監事3人）を選任。
■ 設立80周年記念事業として、“設立80周年記念誌　宮陵会「平成のあ
ゆみ」”を刊行。

■宮陵会館での地域組織総会開催など宮陵会館の運用開始。
■準会員（在学生）を対象とした宮陵会ロゴマークの募集。
■事業の抜本的な見直しをはじめとした、事業・経費の合理化策を検討。
当年度は会誌・会報、全国地域組織代表者会議とブロック会の活用に
ついて検討。

貸借対照表
平成31年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　資 　産 　の 　部
　１.流　動　資　産

現 金 364,829 292,162 72,667
普 通 預 金 42,887,228 45,910,997 △ 3,023,769
振 替 貯 金 301,758 207,272 94,486
定 期 預 金 252,000,000 250,000,000 2,000,000
未 収 金 78,078 79,787 △ 1,709
貸 付 金 2,310,800 7,633,300 △ 5,322,500
貸 倒 引 当 金 △ 813,000 △ 1,811,500 998,500

流　動　資　産　合　計 297,129,693 302,312,018 △ 5,182,325
　２.固  定  資  産
　 (1) 基　本　財　産

定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基　本　財　産　合　計 3,000,000 3,000,000 0

　 (2) 特　定　資　産
奨 学 基 金 積 立 資 産 10,000 10,000 0
設立80周年記念事業積立資産 0 10,000,000 △ 10,000,000
神奈川大学創立100周年積立資産 1,000,000 0 1,000,000
退 職 給 付 引 当 預 金 2,563,068 2,163,050 400,018

特　定　資　産　合　計 3,573,068 12,173,050 △ 8,599,982
固　定　資　産　合　計 6,573,068 15,173,050 △ 8,599,982
資　　 産　　 合　　 計 303,702,761 317,485,068 △ 13,782,307

Ⅱ　負　 債　 の　 部
　１.流　動　負　債

未 払 金 698,138 585,011 113,127
前 受 会 費 36,000 36,000 0
預 り 金 311,808 306,431 5,377

流  動  負  債  合  計 1,045,946 927,442 118,504
　２.固　定　負　債

退 職 給 付 引 当 金 2,563,068 2,163,050 400,018
固 定 負 債 合 計 2,563,068 2,163,050 400,018
負 債 合 計 3,609,014 3,090,492 518,522

Ⅲ　 正 味 財 産 の 部
　１.指　定　正　味　財　産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

　２.一　般　正　味　財　産 300,093,747 314,394,576 △ 14,300,829
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (1,010,000) (10,010,000) ( △ 9,000,000)
正　味　財　産　合　計 300,093,747 314,394,576 △ 14,300,829
負債及び正味財産合計 303,702,761 317,485,068 △ 13,782,307

正味財産増減計算書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１.経常増減の部
(1) 経　　常　　収　　益

① 財 産 運 用 益 963 1,665 △ 702
基 本 財 産 受 取 利 息 255 255 0
特 定 資 産 受 取 利 息 708 1,410 △ 702

② 受 取 会 費 120,087,000 119,432,000 655,000
正 会 員 会 費 7,307,000 8,272,000 △ 965,000
準 会 員 会 費 112,780,000 111,160,000 1,620,000

③ 雑 収 益 987,765 778,347 209,418
受 取 利 息 53,261 10,835 42,426
雑 収 益 934,504 767,512 166,992

経 常 収 益 計 121,075,728 120,212,012 863,716
(2) 経　　常　　費　　用

① 事 業 費
給 料 手 当 8,232,826 7,957,967 274,859
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 200,009 9 200,000
福 利 厚 生 費 1,300,262 1,258,386 41,876
会     議     費 214,418 601,256 △ 386,838
旅 費 交 通 費 2,818,190 5,446,782 △ 2,628,592
通 信 運 搬 費 28,467,762 27,241,803 1,225,959
消 耗 品 費 1,439,060 1,492,840 △ 53,780
印 刷 製 本 費 7,547,310 6,701,400 845,910
慶 弔 交 際 費 2,090,068 2,232,252 △ 142,184
賃 借 料 224,856 224,856 0
諸 謝 金 454,343 367,520 86,823
支 払 負 担 金 6,300,000 6,300,000 0
支 払 助 成 金 10,225,655 11,039,985 △ 814,330
支 払 寄 付 金 22,837,500 23,360,000 △ 522,500
給 付 奨 学 金 15,162,500 17,640,000 △ 2,477,500
委 託 費 1,071,778 865,525 206,253
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 0 887,500 △ 887,500
雑 費 14,644 108,680 △ 94,036
事 業 費 計 108,601,181 113,726,761 △ 5,125,580

② 管 理 費
給 料 手 当 8,232,826 7,957,967 274,859
臨 時 雇 用 賃 金 167,650 171,090 △ 3,440
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 200,009 9 200,000
福 利 厚 生 費 1,300,262 1,258,387 41,875
会     議     費 763,864 1,399,465 △ 635,601
旅 費 交 通 費 3,958,862 3,726,142 232,720
通 信 運 搬 費 610,559 791,913 △ 181,354
消 耗 什 器 備 品 費 23,436 79,585 △ 56,149
消 耗 品 費 698,734 476,276 222,458
印 刷 製 本 費 851,363 1,041,021 △ 189,658
慶 弔 交 際 費 1,962,554 868,266 1,094,288
賃 借 料 224,856 224,856 0
保 険 料 368,940 368,940 0
委 託 費 1,012,500 958,500 54,000
雑 費 238,294 685,239 △ 446,945
管 理 費 計 20,614,709 20,007,656 607,053

経　　常　　費　　用　　計 129,215,890 133,734,417 △ 4,518,527
当 期 経 常 増 減 額 △ 8,140,162 △ 13,522,405 5,382,243

２. 経常外増減の部
(1) 経　常　外　収　益

経 常 外 収 益 計
(2) 経　常　外　費　用

80 周 年 記 念 事 業 費 6,160,667 0 6,160,667
経 常 外 費 用 計 6,160,667 0 6,160,667
当 期 経 常 外 増 減 額 △ 6,160,667 0 △ 6,160,667
当期一般正味財産増減額 △ 14,300,829 △ 13,522,405 △ 778,424
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 314,394,576 327,916,981 △ 13,522,405
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 300,093,747 314,394,576 △ 14,300,829

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 300,093,747 314,394,576 △ 14,300,829

正味財産増減予算書
2019年 4月1日から2020年 3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 予　算　額 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１.経常増減の部
(1) 経　　常　　収　　益

① 財 産 運 用 益 2,000
基 本 財 産 受 取 利 息 1,000
特 定 資 産 受 取 利 息 1,000

② 受 取 会 費 113,690,000
正 会 員 会 費 6,090,000
準 会 員 会 費 107,600,000

③ 雑 収 益 380,000
受 取 利 息 30,000
雑 収 益 350,000

経 常 収 益 計 114,072,000
(2) 経　　常　　費　　用

① 事 業 費
給 料 手 当 8,760,000
福 利 厚 生 費 1,500,000
会     議     費 1,405,000
旅 費 交 通 費 7,550,000
通 信 運 搬 費 35,240,000
消 耗 品 費 2,252,000
印 刷 製 本 費 7,829,000
慶 弔 交 際 費 2,100,000
賃 借 料 246,000
諸 謝 金 600,000
支 払 負 担 金 6,300,000
支 払 助 成 金 12,100,000
支 払 寄 付 金 21,000,000
給 付 奨 学 金 14,000,000
委   託  費 4,110,000
雑 費 250,000
事 業 費 計 125,242,000

② 管 理 費
給 料 手 当 8,760,000
臨 時 雇 用 賃 金 700,000
福 利 厚 生 費 1,500,000
会     議     費 2,300,000
旅 費 交 通 費 4,750,000
通 信 運 搬 費 1,075,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 690,000
印 刷 製 本 費 1,500,000
慶 弔 交 際 費 1,550,000
賃 借 料 246,000
保 険 料 400,000
諸 謝 金 300,000
委 託 費 1,962,000
雑 費 415,000
管　　 理　　 費　　 計 26,348,000

経　　常　　費　　用　　計 151,590,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 37,518,000

２. 経常外増減の部
(1) 経　常　外　収　益

経 常 外 収 益 計
(2) 経　常　外　費　用

80 周 年 記 念 事 業 費 3,000,000
移 転 費 3,000,000
経 常 外 費 用 計 6,000,000
当 期 経 常 外 増 減 額 △ 6,000,000
当期一般正味財産増減額 △ 43,518,000
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 300,093,747
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 256,575,747

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受 取 寄 付 金

受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅲ　正味財産期末残高 256,575,747
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宮
陵
会
館
の
設
計
者
に
聞
く

　

今
回
は
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
三
月
二
八
日
に
竣
工
し
た
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
館
（
三
〇
号
館
）
の
設
計
・
監
理

に
携
わ
れ
た
合
同
会
社
ミ
タ
リ
設
計
の
社
員
で
あ
り
神
奈
川
大
学
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
松
林
大
輔
、
井
口
惠
之
、
濱
口
光
の
三
氏
か

ら
コ
ン
セ
プ
ト
や
設
計
業
務
で
の
印
象
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

【
経
歴
】

松
林　

大
輔
氏

　

一
九
八
二
年
一
一
月

　

静
岡
県
榛
原
郡　

吉
田
町
生
ま
れ

　
（
大
学
で
は
室
伏
研
究
室
所
属
）

井
口　

惠
之
氏　

　

一
九
八
二
年
四
月

　

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区　

春
野
町
生
ま
れ

　
（
大
学
で
は
山
家
研
修
室
所
属
）

濱
口　
　

光
氏　

　

一
九
八
三
年
一
月

　

兵
庫
県
明
石
市　

生
ま
れ

　
（
大
学
で
は
室
伏
研
究
室
所
属
）

　

三
氏
と
も
に
二
〇
〇
五
年 

三
月
に
本
学
工

学
部
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
二
〇
〇
七
年
三

月
に
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
を
修
了
。

【
会
社
紹
介
】

　

三
氏
と
も
に
大
学
院
修
了
後
に
そ
れ
ぞ
れ

数
年
間
の
設
計
事
務
所
勤
務
を
経
て
、
二
〇

一
四
年
に
三
人
で
合
同
会
社
ミ
タ
リ
設
計
を

設
立
。
在
学
中
か
ら
仲
が
良
く
、
建
築
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
な
ど
に
共
同
で
取
り
組
む
こ

と
も
あ
り
、「
ゆ
く
ゆ
く
は
一
緒
に
仕
事
が
で

き
た
ら
い
い
ね
」
と
い
う
話
は
し
て
い
た
と

の
こ
と
。
社
名
は
、「
三
人
」
を
表
せ
る
言
葉

が
な
い
か
、
と
考
え
、
昔
の
人
数
の
数
え
方

の
「
ひ
と
り
、
ふ
た
り
、
み
た
り
」
か
ら
「
ミ

タ
リ
」
と
命
名
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
三
氏
の
分
担
を

相
談
さ
れ
る
よ
う
で
、
設
計
初
期
の
段
階
で

は
三
人
で
協
働
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

こ
と
が
多
く
、
松
林
氏
は
一
番
堅
実
で
細
部

ま
で
丁
寧
に
み
る
タ
イ
プ
（
井
口
氏
談
）、
井

口
氏
は
作
業
が
早
く
初
期
検
討
段
階
で
は
設

計
の
大
枠
を
考
え
る
タ
イ
プ
（
濱
口
氏
談
）、

濱
口
氏
は
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
得
意
で

外
部
へ
の
説
明
や
事
務
所
の
ま
と
め
役
（
松

林
氏
談
）
と
三
者
三
様
の
よ
う
で
、
三
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
良
い
バ

ラ
ン
ス
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。　

　

三
〇
号
館
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

松
林　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
丘
の
よ
う
な
建

築
」
で
、
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
と
い
う
形
式
を

採
用
し
傾
斜
の
あ
る
地
形
に
沿
っ
た
な
だ
ら

か
な
形
状
が
特
徴
で
す
。
階
段
を
上
っ
て
い

く
と
後
ろ
に
来
た
道
が
見
え
た
り
、
登
っ
て

い
く
う
ち
に
新
た
な
景
色
が
見
え
た
り
と
、

全
て
の
空
間
が
丘
の
よ
う
に
途
切
れ
な
く
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
〇
号
館
付
近
は

「
東
門
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
、
周
り
に

一
六
、
一
八
、
二
一
号
館
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
体

と
な
っ
て
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ゲ
ー
ト
と
な

る
よ
う
な
景
観
に
心
が
け
ま
し
た
。

　

濱
口　

一
階
の
大
き
な
ピ
ロ
テ
ィ
も
、
周

辺
と
の
関
係
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

向
か
い
の
一
六
号
館
側
に
は
歩
道
が
あ
り
ま

す
が
、
三
〇
号
館
側
に
は
設
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
安
全
に
歩
い
て
い
け
る
ル
ー
ト
が
両

側
に
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
歩
道
と

し
て
も
機
能
す
る
ピ
ロ
テ
ィ
を
設
け
ま
し

た
。
多
目
的
な
空
間
が
多
い
の
も
三
〇
号
館

の
特
徴
で
す
。「
会
議
室
」
な
ど
の
用
途
が
決

ま
っ
て
い
る
空
間
は
半
分
程
度
で
、
残
り
の

半
分
は
自
由
に
使
え
る
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

設
計
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と

　

井
口　

設
計
初
期
に
、
ま
っ
た
く
タ
イ
プ

の
異
な
る
四
パ
タ
ー
ン
を
提
案
し
、
こ
の
ス

キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
型
に
決
定
し
ま
し
た
。
ど
の

案
を
採
用
す
る
か
は
当
然
私
た
ち
だ
け
で
は

決
め
ら
れ
ず
、
発
注
者
で
あ
る
神
奈
川
大
学

当
局
の
意
向
次
第
で
す
が
、
提
案
し
た
中
で

も
挑
戦
的
な
案
が
選
ば
れ
た
の
は
印
象
深

か
っ
た
で
す
。

　

濱
口　

今
回
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
に
建
築
学
科
の
先
生

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
大
学
内

で
の
合
意
形
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
、
後

押
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
東
門
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
エ
リ
ア
の
再
整
備
計
画
」
の
初
期
段

階
で
は
在
学
生
も
関
わ
っ
て
お
り
、「
大
学
の

中
に
こ
ん
な
建
物
や
機
能
が
あ
れ
ば
い
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
形
で
先
生
や
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
に
参
加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
珍
し

く
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
と
し
て
の
思
い

　

濱
口　

大
学
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
建
築
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り

左から設計者の井口惠之氏、松林大輔氏、濱口　光氏
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功 

労 

表 

彰

　
（
表
彰
規
程
第
二
条
第
二
号
該
当
）地
域
組
織
関
係

　

根　

来　

道　

徳 

氏

　
　

昭
和
37
年
法
経
学
部
法
学
科
卒
業

　
　

元
大
阪
府
宮
陵
会
会
長
・
理
事

　

安　

達　
　
　

清 

氏

　
　

昭
和
46
年
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業

　
　

元
鳥
取
伯
耆
宮
陵
会
会
長

○
地
域
組
織
代
表
者
（
支
部
長
）
の
職
に
一
〇
年
以
上
あ
っ
た

　

者
で
、
本
会
の
発
展
に
つ
く
し
た
功
労
が
特
に
顕
著
な
者
。

感 

謝 

表 

彰

　
（
表
彰
規
程
第
二
条
第
三
号
該
当
）地
域
組
織
関
係

　

宮　

崎　

高　

志 

氏

　
　

昭
和
45
年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

　
　

元
函
館
宮
陵
会
会
長
・
副
会
長

　

吉　

野　
　
　

忠 

氏

　
　

昭
和
42
年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

　
　

元
宮
城
県
宮
陵
会
副
会
長
・
幹
事

　

高　

森　

信　

雄 

氏

　
　

昭
和
44
年
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

　
　

元
宮
城
県
宮
陵
会
幹
事
長
・
幹
事

　

宮　

嶋　

清　

明 

氏

　
　

昭
和
43
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

　
　

元
石
川
県
宮
陵
会
会
長

　

花　

岡　

鉄　

男 

氏

　
　

昭
和
46
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

　
　

元
石
川
県
宮
陵
会
事
務
局
長
・
副
会
長

　

佐　

藤　

隆　

志 

氏

　
　

昭
和
53
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

　
　

元
千
葉
県
宮
陵
会
会
長
・
事
務
局
長

○
地
域
組
織
代
表
者
（
支
部
長
又
は
会
長
）
の
職
に
六
年
以
上

あ
っ
た
者
で
、
本
会
の
発
展
に
つ
く
し
た
功
績
が
あ
っ
た
者
。

○
地
域
組
織
（
支
部
）
役
員
の
職
に
一
〇
年
以
上
あ
っ
た
者
で
、

本
会
の
発
展
に
つ
く
し
た
功
績
が
あ
っ
た
者
。

　

た
だ
し
、
役
員
は
、
副
会
長
（
副
支
部
長
）、
及
び
事
務
局
長
・

幹
事
長
の
職
と
し
、
顧
問
、
相
談
役
、
参
与
等
名
誉
職
は
、

含
ま
な
い
。

特 

別 

表 

彰

　
（
表
彰
規
程
第
二
条
第
四
号
該
当
）

　

原　

田　
　

海 

氏

　
　

人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
３
年

　
　

Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
モ
ス
ク
ワ
２
０
１
８

　
　

ジ
ュ
ニ
ア　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ　

3
位

　
　

ジ
ュ
ニ
ア　

リ
ー
ド　
　
　
　

3
位

　
　

Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
世
界
選
手
権
２
０
１
８

　
　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ　

優
勝

　
　

リ
ー
ド　
　
　
　

10
位

　
　

複
合　
　
　
　
　

4
位

○
国
内
ま
た
は
海
外
に
お
い
て
、
特
に
秀
で
た
活
躍
を
し
、
本

会
な
ら
び
神
奈
川
大
学
の
名
声
を
著
し
く
高
揚
す
る
こ
と
に

寄
与
し
た
正
会
員
、
準
会
員
及
び
団
体
。

ま
し
た
が
、
ま
さ
か
そ
れ
が
母
校
の
も
の
と

な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
名
誉

は
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

井
口　

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
る
と
、
学

生
時
代
の
懐
か
し
い
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て

き
ま
す
。
母
校
の
建
築
に
関
わ
れ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
嬉
し
い
で
す
が
、「
宮
陵
会
館
」
と
い

う
卒
業
生
に
開
か
れ
た
空
間
が
母
校
に
誕
生

し
た
こ
と
も
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

三
〇
号
館
へ
の
期
待

　

濱
口　

卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
や
近

隣
住
民
の
方
に
も
使
っ
て
い
た
だ
け
る
空
間

に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
今
後
の
運
用
に
お

い
て
は
、
例
え
ば
建
築
学
科
の
卒
業
設
計
展

な
ど
、
展
示
会
の
場
と
し
て
活
用
す
る
の
も

面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

松
林　

廊
下
の
壁
際
に
は
ピ
ク
チ
ャ
ー

レ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。
パ
ネ
ル
な
ど
を

つ
る
し
て
展
示
し
や
す
い
仕
様
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

抱
負
と
目
標

　

井
口　

今
年
、
設
立
五
年
目
に
し
て
初
め

て
社
員
を
雇
い
ま
し
た
。
神
大
の
卒
業
生
で

す
。
さ
ら
に
会
社
を
発
展
さ
せ
て
、
も
っ
と

多
く
の
卒
業
生
を
メ
ン
バ
ー
に
迎
え
た
い
で

す
。

　

濱
口　

卒
業
生
で
あ
る
私
た
ち
が
設
計
を

担
当
し
た
こ
と
で
、
先
生
方
も
大
い
に
喜
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
世
の
中
に
は〝
作
品
〞

と
呼
べ
な
い
建
築
も
多
い
中
、
三
〇
号
館
は

〝
作
品
〞
だ
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
の
は

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
建
築
の
ア
ワ
ー
ド
に
も

応
募
し
て
受
賞
を
狙
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

松
林　

私
た
ち
は
三
〇
代
半
ば
で
す
が
、

独
立
後
の
実
績
を
考
え
る
と
ま
だ
ま
だ
若
手

と
い
う
中
で
、
母
校
か
ら
こ
う
い
う
機
会
を

い
た
だ
け
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

設
計
は
ひ
と
つ
の
実
績
か
ら
仕
事
が
広
が
る

世
界
で
も
あ
る
の
で
、
大
き
な
実
績
と
し
て

今
後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

〈
こ
の
記
事
は
、
２
０
１
９
年
6
月
発
行
の

「
学
校
法
人
神
奈
川
大
学 KU

_PJ Journal 
vol.04

」
か
ら
一
部
を
編
集
し
て
作
成
し

ま
し
た
〉

　

表 

彰 

者

　

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

●
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
（
第
二
五
回
）

　

日
程　

令
和
元
年
一
〇
月
一
三
日
（
日
）　

午
前
一
〇
時
受
付
開
始

　

場
所　

神
奈
川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　

詳
細
は
後
日
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ご
友
人
、
ご
家
族
を
お
誘
い
の
う
え
、
懐
か
し
い
母
校
で
、

　

秋
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施
事
務
局
（
総
務
部
校
友
課
）

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
五
―
四
八
一
―
五
六
六
一
（
代
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
―
四
八
一
―
二
七
四
一

●
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
（
第
二
七
回
）

　

日
程　

令
和
元
年
一
〇
月
二
六
日（
土
）午
前
一
一
時
三
〇
分
開
始（
予
定
）

　

場
所　

神
奈
川
大
学　

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

四
号
館
厚
生
棟
二
階
Ｓ
ｏ
ｌ
（
第
二
食
堂
）

　

神
奈
川
大
学
平
塚
事
務
部
庶
務
課

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
六
三
―
五
九
―
四
一
一
一

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
三
―
五
八
―
九
六
八
八

　
　

E-m
ail

：kushc-shom
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

昨年の横浜キャンパス

昨年の湘南ひらつかキャンパス

最大63人収容可能な地下会議室
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開催日 ブロック名
主管地域組織 会　　　　場 内　　　　　　容

9  /　 7（土）
北海道ブロック会
室蘭 室蘭プリンスホテル

15：30－ ブロック会
17：30－ 講演
18：30－ 写真撮影
18：40－ 懇親会

10      /　  5（土）
四国ブロック会
愛媛県 未　定 未　定

11　/　 ２（土） 神奈川県ブロック会 神奈川大学横浜キャンパス
15：30－ 記念講演会
17：00－ 懇親会

11　/　  3（日）
北陸ブロック会
富山県 ホテルグランテラス富山 未　定 未　定

11　/　 16（土）
東北ブロック会
岩手県 ホテルメトロポリタン盛岡

13：30－ ブロック会
14：40－ 岩手県宮陵会設立 70周年記念式典
15：35－ 70周年記念「特別対談」
17：15－ 記念写真撮影
17：30－ 祝賀会

11　/　 16（土）
九州・沖縄ブロック会
沖縄県 ネストホテル那覇

13：00－ 沖縄県宮陵会総会
15：00－ ブロック会長会議
16：30－ ブロック会

楽しいイベントで参加をお待ちしています

　

宮
陵
会
情
報

■
会
議
予
定

　

理
事
会

　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
９
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
29
日
（
金
）

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
７
日
（
土
）

■
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議

　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
10
月
12
日
（
土
）

■
新
規
設
立
地
域
組
織

　

フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
宮
陵
会

■
解
散
地
域
組
織

　

三
十
路
宮
陵
会

■
地
域
組
織
（
地
域
）
総
会
開
催
予
定

　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

８
月
18
日
（
日
）
佐
賀
県
宮
陵
会

８
月
24
日
（
土
）
鳥
取
因
幡
宮
陵
会

８
月
31
日
（
土
）
大
分
県
宮
陵
会

９
月
14
日
（
土
）
静
岡
西
部
宮
陵
会

９
月
28
日
（
土
）
茨
城
県
宮
陵
会

９
月
28
日
（
土
）
岐
阜
県
宮
陵
会

９
月
28
日
（
土
）
奈
良
県
宮
陵
会

11
月
９
日
（
土
）
新
潟
県
宮
陵
会

11
月
30
日
（
土
）
広
島
県
宮
陵
会

11
月
30
日
（
土
）
神
奈
川
区
宮
陵
会

■
訃
報　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

松
倉　

昭
二
氏
（
23
貿
）　

　
　

参
与
・
元
代
議
員
会
副
議
長

　
　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
6
月
17
日
逝
去

■
夏
季
一
斉
休
業
期

　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

　
　

８
月
13
日
（
火
）〜
８
月
16
日
（
金
）

■
事
務
局
よ
り
の
お
願
い

【
会
費
納
入
に
つ
い
て
】

宮
陵
会
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、
会
費
の

納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
場
合
は
、
会
員
資
格
が
「
普

通
会
員
」
と
な
り
、
代
議
員
と
な
る
資
格
が

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
【
会
費
納

入
要
領
】
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
住
所
等
の
変
更
に
つ
い
て
】

登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

勤
務
先
な
ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

卒
業
生
の
ひ
ろ
ば

  

（http://alum
ni.kanagaw

a-u.ac.jp/

）

　
　

⇒

卒
業
生
情
報
登
録
・
変
更
の
ご
案
内

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
―
４
１
３
―
０
７
９
１

③E-m
ail:

　

 kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

＊
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
様
の
個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、「
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」
に
従
い
適
正
な
保
護
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

　全国のブロック会では地域組織の代表者によるブロック会議に併せて、主管地域以外のブロック内の会員全国のブロック会では地域組織の代表者によるブロック会議に併せて、主管地域以外のブロック内の会員
の皆様にもご案内し、ご参加いただけます。なお参加ご希望の方は事前のお申し込みが必要です。の皆様にもご案内し、ご参加いただけます。なお参加ご希望の方は事前のお申し込みが必要です。
2019（令和元）年度の開催予定は、下記のとおりです。2019（令和元）年度の開催予定は、下記のとおりです。


